
「成長につなげる」。 ありがとうございました 

 

光かがやく 中北の子 

２１日（金）は卒業式、２４日（月）は修了式です。全校児童６０名、全員が無事に進級、

卒業を迎えることができます。保護者の皆様、地域の皆様、本年も中北小学校をご支援、ご協

力いただきありがとうございました。今年度は、ＰＴＡ活動（どんどや）、運動会、南阿蘇と

の交流、学校公開日（オープンスクール）、見学旅行、みどりの少年団、集団宿泊教室、修学

旅行、地域学習（地域交流会や地域の方に学ぶ学習）、花鉢＆石鹸配布等を無事に行うことが

できました。あっという間の一年でしたが、この一年、子どもたちにとって「学び」が途切れ

ることがなかった日々だったとふり返っています。子どもたちが「聴き合い、語り合い」互い

の力を引き出し、切磋琢磨できたこと。その学びを支えてきた先生方のていねいな関わり。さ

らに保護者や地域のみなさんのあたたかいご支援。みんなの力が結集した一年でした。まだ、

自身の才能の出し方がわかっていない子どもたちです。様々な経験をし、時には失敗しながら

学び、成長につなげていくためにも、これからもっともっと子どもたちの経験値を高めていき

たいと感じています。今後も学校、家庭、地域で連携しながら取組を充実させていきたいと思

います。どうぞよろしくお願いします。 
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心をこめてプレゼント ～思いを届けました～ 

 

 

３月６日（木）、３年生以上の子どもたちが地域の一人暮らしの高齢者４９名の自宅を訪問

しました。登校班ごとに分かれ地域の方に手伝ってもらいながら、大切に育てた花鉢と手作り

ハーブ石鹸に感謝の思いをのせて届けに行きました。 

子どもたちが来るのを楽しみに待っていらっしゃったり、プレゼントをもらってとても喜ん

でいただいたり、ご不在のところも子どもたちへの感謝のお手紙を貼り出してくださったり、

あったかい思いと笑顔を交流する貴重な機会となりました。 

手伝ってくださった地域の皆様、大変ありがとうございました。 

 

 

 

 

 



 

次へ。 Ｒ６学校評価結果 

 
学校評価アンケート、たいへんお世話になりまし

た。保護者の皆様、児童、教職員、学校運営協議会の

皆様にほぼ同様の項目で今年度の評価を行いました。

保護者・学校関係者の結果から考えたことを報告させ

ていただきます。 

多くの項目で、プラスの評価（「そう思う」「どちら

かと言えばそう思う」に回答）をいただいています。

２４項目中２３項目について、８０％以上の方にプラ

スの評価をいただきました。 

その中でも、「郷土愛の醸成とキャリア教育の推進」

「校舎内外の環境整備」「学校教育活動に参加しやす

さ」において、プラス評価が１００％でした。今年度

は、学校行事やＰＴＡ行事等（運動会、どんどや、学

年親子レクリエーション等）を充実することができま

した。また、新しい試みとして「学校公開（オープン

スクール）」も開催しました。各行事には、多くの保護

者の方や地域の方に参加・協力いただいています。直

接に顔を合わせる機会が増えたことで、学校と家庭、

地域との連携が深まり、顔の見えるつながりをより豊

かにすることができています。このような取組が高い

評価につながったのではないかと考えます。さらに

「地域の子どもは地域で育てる」営みを学校と地域の

中で継承発展させていきたいと思います。 

課題としては、昨年度に続き「児童のあいさつ（プ

ラス評価が、保護者７５％、学校関係者８６％）」が少

し低い数値となっていました。この結果を受けて「あ

いさつは平和を創る第一歩」と全児童に伝え、３学期

よりさらに力を入れて取り組んでいるところです。お

となも児童も相互に「こちらから声をかける」ことを

意識して、あいさつの活性化につなげられたらと思い

ます。昨年度課題であった「いじめや問題が起きたと

きの対応（保護者８９％、児童９８％）」については、

昨年度より改善はみられるものの、評価を真摯に受け

止め、児童の心に寄り添いながら丁寧な対応に努める

ことを全職員で共通理解を図りました。 

また、２月の学校運営協議会では、これらの課題解

決の取組について協議が深められました。これから、

ひとり一人の子どもが自分に自信を持ち、そのよさや

持ち味を発揮できるよう、家庭や地域と連携しなが

ら、さらに取組をすすめていきたいと考えています。 

熊日学童スケッチ展 

 
「第７８回熊本日日新聞学童スケッチ

展」の結果をお知らせします。本校から

は、児童が「地・人賞」、「奨励賞」、

「佳作」と１６名が賞をいただきまし

た。また、学校賞として「優秀学校賞」

をいただきました。２年連続の快挙で

す。（Ｒ５は最優秀）子どもたちの切磋

琢磨による磨き合いはすごいと感じてい

ます。互いの力を引き出し合い、友だち

から技術や取り組み方等を学んでいる中

北小の子どもたち、学びを支えてきた先

生方のていねいな関わり合い、みんなの

力を結集していただいた賞です。 

 

学びがかたちに 

「きれいがイイネ」。通学路にゴミ捨て

防止を呼びかける看板が設置されていま

す。通学路をきれいにしたいという子ども

の要望と行動が市を動かし、実現したもの

です。シビックプライドあふれる光輝く看

板です。「学び」がかたちとなりました。 

 


